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 炭素繊維強化熱可塑性プラスチック (CFRTP)複合材料の機械的強度は，炭素繊維 (CF)とマトリックス樹

脂の界面接着力の影響を受ける。また， CF表面に塗布されているサイジング剤は， CFとマトリックス樹

脂間の界面特性に影響を及ぼすため，サイジング剤が CFRTPの機械的強度に影響する。それゆえ，CFRTP

の成形を行う前に，サイジング剤が塗布された CFの処理を行うことで CFRTPの機械的強度を向上できる可

能性がある。本研究では， CFの熱処理がCFRTPの曲げ強度およびCFと熱可塑性マトリックス樹脂間の界面

せん断強度に及ぼす影響について検討した。その結果， CFRTPの曲げ強度および CFと熱可塑性樹脂の界面

せん断強度が最大になるCFの熱処理条件が，熱可塑性樹脂の組成によって異なることが明らかとなった。

更に， CFRTPの曲げ強度と CFとマトリックス樹脂間の界面せん断強度との間に相関性が認められた。そこ

で，熱可塑性樹脂の組成に適応した熱処理を CFに施した結果，界面せん断強度が増加し， CFRTPの曲げ強

度が増加した。  
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